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集

報

国
語
学
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
九
年
度
第
一
学
期

国

語

学

日
本
語
史
概
説

日
本
語
史
の
諸
問
題

中
世
語

日
本
語
史
研
究
の
方
法

日
本
語
の
表
現

上
代
語
の
諸
問
題

上
代
語
の
研
究

古
代
歌
謡
の
研
究

日
本
霊
異
記
致
謹
の
研
究

漢
字
資
料
の
諸
問
題

キ
リ
シ
タ
ン
の
福
音
書

言
語
政
策
の
研
究

パ
レ
ト
写
本
の
研
究

民
俗
と
言
語
の
問
題

演 演 演 演 特 演演特講特演演特講
習習習習研習習講義研習習講義

• 
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迫

野

教

授

迫

野

教

授

迫

野

教

授

迫

野

教

授

迫

野

教

授

高

山

助

教

授

高

山

助

教

授

高

山

助

教

授

一
回
向
山
助
教
授

吉
岡
山
助
教
授

鈴

木

講

師

鈴

木

講

師

鈴

木

講

師

鈴

木

講

師

臨
議
古
典
の
一
言
葉
と
表
現
の
魅
力
を
探
る

（
実
践
女
子
大
学
）
山
口
教
授

国

文

学

戯
作
者
西
鶴
論

西
鶴
研
究

鶏
衣

洞
房
語
園

近
世
文
学
の
諸
問
題

平
安
朝
文
学
史

万
葉
集

源
氏
小
鏡

平
安
朝
文
学
の
諸
問
題

中
古
中
世
文
学
の
諸
問
題

『
有
明
の
別
」
注
釈

日
本
近
現
代
文
学
研
究

（
比
較
社
会
文
化
研
究
科
）
花

平
成
九
年
度
第
二
学
期

国

語

学

日
本
語
史
概
説

日
本
語
史
の
諸
問
題

中
世
語

日
本
語
史
研
究
の
方
法

日
本
語
の
表
現

上
代
語
の
諸
問
題

上
代
語
の
研
究

演 演特特演演講特 演演特講
習習講研習習義研習習講義

特 講 特 演 演 特 講
講 義 研 習 習 講 義

辛辛今今今今中中中中中

野

教

授

野

教

授

野

教

授

野

教

授

野

教

授

西

教

授

西

教

授

西

教

授

西

教

授

島

教

授

島

助

教

授

回

教

授

高高迫迫迫迫迫

山山野野野野野

助 助教教教教教
教教
授 授授授授授授
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演演演演特演演
習習習習研習習

古
代
歌
謡
の
研
究

日
本
霊
異
記
孜
謹
の
研
究

漢
字
資
料
の
諸
問
題

キ
リ
シ
タ
ン
の
福
音
書

言
語
政
策
の
研
究

パ
レ
ト
写
本
の
研
究

民
俗
と
言
語
の
問
題

国

文

学

戯
作
者
西
鶴
論

西
鶴
研
究

鴇
衣

当
代
江
戸
百
化
物

近
世
文
学
の
諸
問
題

平
安
朝
文
学
史

万
葉
集

源
氏
小
鏡

平
安
朝
文
学
の
諸
問
題

中
古
・
中
世
文
学
の
諸
問
題

『有
明
の
別
』
注
釈

日
本
近
現
代
文
学
研
究

（
比
較
社
会
文
化
研
究
科
）
花山木

演演特特演演講特演演特講
習習講研習習義研習習講義

臨講
講義

書
道
E

万
葉
集
の
講
義
（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）

鈴鈴鈴鈴鈴高高

山

助

教

授

山

助

教

授

木

講

師

木

講

師

木

講

師

木

講

師

木

講

師

辛辛今今今今中中中中中

野

教

授

野

教

授

野

教

授

野

教

授

野

教

授

西

教

授

西

教

授

西

教

授

西

教

授

島

助

教

授

島

助

教

授

下回田

教講教

授師授

人
事
異
動

四
月

一
日
梅
崎
光
助
手
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
へ
転
出

中
村
恵
助
手
着
任

学
会
・
研
究
室
行
事

54 

O
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
（

一
九
九
七
年
六
月

一
日
余
九
州
大
学
）

西
国
直
養
の
交
友
圏
の

一
前

『神
璽
考
』
を
め
ぐ
っ
て
｜

亀

井

森

一

九

酒

落

本

の

趣

向

に

つ

い

て

康

志

賢

『
守
武
千
句
』
私

注

井

上

敏

幸

天
理
図
書
館
蔵

『狂
言
六
義
』
に
お
け
る
条
件
句
に
つ
い
て

松

尾

弘

徳

京

健

治

松

常

彦

今

祐

一
郎

工

重

矩

並
列
列
挙
用
法
の
推
移

芥
川
龍
之
介
の
藤
村
引
用
を
め
ぐ
っ
て

「
あ
な
は
ら
／
＼
」
考

紫
式
部
集

一
、
二
番
歌
に
つ
い
て

藤西本

O
第
四
十
七
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会

（
一
九
九
七
年
九
月
二
十
七

・

二
十
八
日
於
山
口
大
学
）

源
氏
物
語
受
容
に
見
る
人
物
呼
称

波
多
野

真
理
子

（九
州
大
学
関
係
者
の
み
）



O
語
文
研
究
第
八
十
三
号
（
一
九
九
七
年
六
月
発
行
）

朝
鮮
資
料
に
お
け
る
条
件
表
現
の
一
特
性

ー
朝
鮮
語
対
訳
と
の
関
係
か
ら
申

『
御
所
本
和
漢
兼
作
集
』
の
構
成
に
つ
い
て

ー
『
和
漢
朗
詠
集
』
・
『
堀
河
百
首
』
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
｜

木

戸

裕

子 忠

均

三
条
西
家
流
「
伊
勢
物
語
』
注
釈
の

一
形
態

！
支
子
文
庫
本
を
め
ぐ
っ
て
藤
島

一
九
酒
落
本
に
於
い
て
の
滑
稽
｜
京
伝
と
の
比
較
を
通
し
て

康

志

綾賢

坂
口
安
吾
「
吹
雪
物
語
（
｜
夢
と
知
性
）
」
論

ー
パ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
の
「
ア
ド
ル
フ
」
と
の
関
連
か
ら

偽

石

欣

弘

O
語
文
研
究
第
八
十
四
号
（

一
九
九
七
年
十
二
月
発
行
）

芥
川
龍
之
介
「
お
ぎ
ん
」
の
位
置

－

〈文
明
批
評
〉
と

〈存
在
論
〉
と

仮
定
条
件
句
末
形
式
出
自
の
助
詞
に
つ
い
て

ー
デ
モ
・
ナ
リ
ト
モ
の
意
味
機
能
変
化
｜

〈
人
物
〉
を
受
け
る
「
へ
」
に
つ
い
て

「
薄
雲
女
院
」
に
み
る
源
氏
物
語
注
釈

弁

上

洋

子

矢

毛

蒲

原
波
多
野

達

之

淑

子

真
理
子

O
文
献
探
究
第
三
十
五
号
（

一
九
九
七
年
三
月
発
行
）

〈
翻
刻
〉
九
州
大
学
附
属
図
書
館
『
伊
勢
物
語
注
釈
』

藤

島

綾
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報

二
南
斎
智
角
編

『は
い
譜
水
い
ら
ず
』
翻
刻
と
解
題

不
角
の
弟
子
の
撰
集
｜
平

九
州
大
学
蔵
抄
物
目
録
（
I
）

青

中
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
九
年
度
第
一
学
期

中

国

語

学

古
代
漢
語

中
国
語
会
話

中
国
古
典
語
文
法
入
門

中

国

文

学

楊
貴
妃
文
学
史
研
究

仇
兆
策
『
社
詩
詳
注
』

洪
昇
『
長
生
殿
』

中
国
語
学
・
中
国
文
学
の
諸
問
題

中
国
古
代
文
学
名
篇

中
国
文
学
批
評
史

中
国
白
話
小
説
研
究（

比
較
社
会
文
化
研
究
科
）
日

詠
懐
詩
の
系
譜
（
福
岡
教
育
大
学
）
藤

演演演
習習習

路路

（き
口
語
文
化
部
）
西

演 演 演 特演演特
習習習研習習講

演
習

島

順

子

木

博

史
教

師

教

師

山
助
教
授

路 路竹竹竹竹

村村村村

教 教教教教教

師師授授授授

下
助
教
授

井

教

授
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平
成
九
年
度
第
二
学
期

中

国

語

学

古
代
漢
語

中
国
語
会
話

中
国
古
典
語
文
法
入
門

中

国

文

学

楊
貴
妃
文
学
史
研
究

仇
兆
禁

『
杜
誇
詳
注
』

洪
昇
『
長
生
殿
』

中
国
語
学
・
中
国
文
学
の
諸
問
題

中
国
古
代
文
学
名
篇

中
国
文
学
批
評
史

中
国
白
話
小
説
研
究（

比
較
社
会
文
化
研
究
科
）
日

詠
懐
詩
の
系
譜

（
福
岡
教
育
大
学
）

藤

魯
迅
と
伝
統
文
化
（
大
東
文
化
大
学）

丸

演演演
習習 習

務路

（
言
語
文
化
部
）
西

演演演特演演特
習習習研習習講

臨演
講習

学
会
・
研
究
室
行
事

O
中
国
文
芸
座
談
会

第
一
六
六
回

（平
成
九
年
一
月
十
一
日
）

唐
代
の
詩
人
と
科
挙
ー
ー
そ
の
交
遊
関
係
を
め
ぐ
っ

て
｜
｜

工

藤

班
鎚
好
故
事
に
取
材
し
た
李
賀

「感
調
詩
」
に
つ
い
て

揚

野

教

師

教

師

山
助
教
授

路路、竹竹竹 竹

村村村 村

教教教教教 教

師師授授授 授

下
助
教
授

井

教

授

尾

教

授
玄

之

真
由
美

周
氏
兄
弟
与
日
本

第
＝
ハ
七
回
〈
三
月
十
五
日
）

小
説
の
中
に
み
る
「
龍
」
の
形
象
ー
ー

新

明

全

日

『
西
遊
記
』

を
中
心
に
｜
1

小

林

大

石
岡

村

郷
下
人
の

「運
命
」
に
対
す
る
沈
従
文
の
態
度

『宣
和
遣
事
」
の
成
立
過
程
に
関
す
る

一
試
論

第
＝
ハ
八
回
（
五
月
十
日
）

初
唐
盛
唐
時
期
に
お
け
る
士
人
の
「
仕
隠
」
に
つ
い
て

胡

恵薫

真
寿
美

山

林

『
封
神
演
義
』
の
演
変

1
1
清
車
王
府
曲
本
『
封
神
梼
』
を
中
心
に
ー
ー

角

聞

美

洪
興
全
『
説
倭
伝
』
に
引
く

『中
日
議
和
紀
略
』
を
め
ぐ
っ
て

竹

村

則

和行

第
一
六
九
回
（
七
月
五
日
）

呉
方
言
に
お
け
る
宕
摂
知
組
字
の
音
韻
変
化
の
特
徴
に
つ
い
て

平

田

直

蒋

寅子

王
漁
洋
与
清
初
宋
詩
風
気

第
一
七
O
回
（
九
月
十
三
日
）

「伝
奇
四
変
L

説
か
ら
見
た
西
腐
故
事
の
流
伝
と
『
董
西
腐
』

賞

冬
武

継

平 柏

郭
沫
若
福
岡
在
住
時
の
住
居
に
つ
い
て

第
一
七
一
回
（
十
一
月
二
十
九
日
）

周
作
人
の

「閑
適
」
と
日
本
文
学

呉

紅

華



漸
東
の
「
唐
詩
ル
1
ト
」
と
日
本
平
安
朝
の
漢
詩

同
円

瑞

峰

O
平
成
九
年
度
九
州
中
国
学
会
大
会

（
平
成
九
年
五
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日

「
封
神
演
義
』
の
演
変

｜
｜
清
車
王
府
曲
本
『
封
神
携
』
を
中
心
に
｜
｜

角

田

初
唐
盛
唐
時
期
に
お
け
る
士
人
の

「仕
隠
」
に
つ
い
て

胡

於
佐
賀
大
学
）

美

和
山

林

O
日
本
中
国
学
会
第
四
十
九
回
大
会

（
平
成
九
年
十
月
十
八
日
・
十
九
日
於
大
阪
市
立
大
学
）

「
伝
奇
四
変
」
説
か
ら
見
た
西
賄
故
事
の
流
伝
と
『
董
西
廟
』

黄

冬

柏

O
『
中
国
文
学
論
集
』
第
二
十
六
号
（
平
成
九
年
十
二
月
発
行
）

初
盛
唐
期
に
於
け
る
土
人
の
別
荘
生
活
と
「
仕
隠
」
の
風
潮
に
つ
い

て

胡

山

林

唐

代

の

隠

士

群

と

隠

遁

パ

タ

ー

ン

古

川

末

喜

白
居
易
「
議
諭
詩
」
に
見
る
「
情
」
と

「倫
理
」
の
矛
盾

ー

1

『
詩
経
』
の
美
的
価
値
の
継
承
に
つ
い
て

l
l

諸

国

龍

美

北
京
図
書
館
蔵
『
新
雌
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
残
巻
に
つ
い
て

柳

川

順

子

集

報

＿.，，.〆

『
包
公
鉄
面
聖
経
』
に
つ
い
て
｜
｜
長
沙
に
お
け
る
包
公
信
仰
｜
｜

阿

部

泰

武

継
竹

則

反
右
派
闘
争
前
後
の
『
詩
刊
』

一
考
察

〔訳
注
〕
『
長
生
殿
』
訳
注
（

一
）

英
語
学
英
文
学
研
究
室

英
作
文

英
会
話

英
会
話英

文

学

O
E
ζ
0己
申
門
口

5
5
h
r
H
U
o
a
y
A
O門

目
。

3
5
5園鵜

講
義
題
目

演演演講特特
習習習義講研

演演演
習習習

特
研

特
研

イ
ギ
リ
ス
小
説
研
究

平
成
九
年
度
第
一
学
期

英

語

学

論
文
指
導

生
成
文
法
の
諸
問
題

言
語
学
概
論
A

文
法
論

生
成
文
法
（
論
文
演
習
）

時
制
（
回
由
『

E
丘
0
0
5
ロ
∞
噌
ロ
宮
町
）

（号
一口
語
文
化
部
）
江
口
助
教
授

ジ
ョ

l
ン
ズ
教
師

ジ
ョ

l
ン
ズ
教
師

テ
イ
ラ
ー
教
師

（
応
用
言
語
学
）
稲稲稲稲稲

行平記

村回目回回回

教教教教教

授授授授授

井

教

授

飼

助

教

授

訂
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 Gr
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平
成
八
年
十

一
月
発
行
）

「
黙
示
録
を
夢
見
る
」
と
き
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
！
と
メ
レ
ジ
コ

フ
ス
キ
l
、
そ
し
て
ト
l
マ

ス

・

マ

ン

小

黒

康

正

へ
ル
マ
ン
・
へ
ツ
セ
の
『
荒
野
の
狼
』
に
お
け
る
ダ
ン
ス
の
モ
チ
ー

フ

重

竹

芳

江

『
チ
ェ
ス
の
話
』
に
お
け
る
チ
ェ
ン
ト
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
B
博
士
に
つ
い

て

中

島

正

己

O
「
か
い
ろ
す
」
（
平
成
八
年
十
二
月
発
行
）

ヘ
ル
マ
ン
・
へ
ツ
セ
の
平
和
思
想

ー
第
一
次
世
界
大
戦
と
へ
ル
マ
ン
・
へ
ツ
セ
l

中

島

正

己

O
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
第
四
十
八
回
総
会
・
研
究
発
表
会

（
平
成
八
年
十

一
月
三
十
日
・
十
二
月

一
日
於
九
州
工
業
大
学
）

へ
ル
マ
ン
・
へ
ツ
セ
『
シ
ッ
ダ
l
ル
タ
』
に
お
け
る
「
時
間
」
に
つ

い

て

重

竹

芳

江

O
九
州
大
学
独
文
学
会
第
十
一
回
総
会
・
研
究
発
表
会

（
平
成
九
年
四
月
二
十
六
日
於
九
州
大
学
）

∞ロロ

Y
B守
口
宮
口
の
成
立
に
お
け
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
の
役

割

田

口

武

史

自
然
の
擬
人
化
と
自
然
描
写

｜
ア
イ
ヒ

エ
ン
ド
ル
フ
の
仔
情
誇
を

中
心
に
l

嶋

崎

順

子

近
代
思
想
に
お
け
る

一
思
考
形
式
に
つ
い

て

野

口

広

明

「
孤
児
の
家
」
縁

起

フ

ラ

ン

ケ

の
も
う

一
つ
の
自
叙
伝

『祝
福

ゆ
た
か
な
足
跡
L

伊

藤

利

男
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O
日
本
独
文
学
会
第
五
十
一
回
春
季
研
究
発
表
会

（
平
成
九
年
六
月
七

・
八
日
於
慶
応
義
塾
大
学
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「大
学
改
革
の
進
行
と
ド
イ
ツ
語
教
育
の
諸
問
題
」

池

田

紘

一

O
「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
九
十
九
号
（
平
成
九
年
十
月
発
行
）

新
刊
紹
介

「ζ
3
7
2
－ζ
S
H

－。2
mg
円
ロ
ロ
弘
同
ロ
ロ
叩け

Z
2伝
r
S
H吉
田
口
印
号

B
N
E
Z
5
2問
」

小

黒

康

正

O
日
本
独
文
学
会
第
五
十
二
回
秋
季
研
究
発
表
会

（
平
成
九
年
十
二
月
六
・
七
日
於
沖
縄
国
際
大
学
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
モ
デ
ル
ネ
に
お
け
る
黙
示
録
的
ト
ポ
ス
」

（司
会

）

池

田

紘

「し
か
し
危
険
の
あ
る
と
こ
ろ
、
救
い
も
ま
た
育
つ」



－

1
へ
ル
ダ
l
リ
ン
の
『
パ
ト
モ
ス
』
に
お
け
る
黙
示
録

田

野

武

夫

2 

黙
示
録
的
世
界
の
内
面
化

－

1

へ
ル
マ
ン
・
へ

ツ

セ

と

分

裂

症

重

竹

芳

ト
1
7
ス
・
マ
ン
に
お
け
る
始
原
と
終
末
の
枠
構
造

小

黒

康

正

黙
示
録
と
批
評

｜
｜
カ
l
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の

「引
用
」
を

め

ぐ

っ

て

堺

雅

志

w
－
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
お
け
る
黙
示
録
的
思
考
の
諸
相
と
そ
の

根

源

（

東

京

大

学

）

浅

井

健

二

郎

江

3 4 5 

O
「
九
州
ド
イ
ツ
文
学
」
第
十
一
号
（
平
成
九
年
十
一
月
発
行
）

古

ド

イ

ツ

語

の

否

定

辞

大

野

克

彦

z
g『
文
に
お
け
る
時
制
の
組
合
せ
卜
l
マ
ス
・
マ
ン
・
フ
ァ

イ
ル
を
利
用
し
た
時
制
研
究
の

一
つ

の

試

み

嶋

崎

啓

回
己
各
自
常
任

g
の
成
立
に
お
け
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
の
役

割

1
口
承
文
学
の
中
信
夫
な
収
集
と
は
何
か
｜
田
口
武
史

G
・
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
小
説
『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
に
お
け
る
「
二

重
の
難
破
」

ー
そ

の

象

徴

的

意

味

中

島

邦

雄

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
博
士
』
の
デ
モ
ー
ニ

ッ
シ
ュ
な
女
性
た
ち

岩

永

七

織

子

竹

岡

健

一

（石
川
栄
作
訳）

（
古
賀
允
洋
訳
）

（
武
田
輝
章
訳
）

ル
イ
1
ゼ
・
リ
ン
ザ
l
訪
問
記

韻
文
『
不
死
身
の
ザ
イ
フ
リ
l
ト』

『
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
l
ゲ
ル
・
封
建
法
』

リ
カ
ル
グ
・
フ
l
フ
著
『
古
き
宗
教
』

• 
報

仏
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
九
年
度
第
一
学
期

仏

語

学

フ
ラ
ン
ス
文
学
に
お
け
る
戦
争

り
は
回
申
円

g
c
oロロ
3
b吋
印
H

円。

仏

文

学

十

七

世

紀

の

フ

ラ

ン

ス

演

劇

史

末

松

教

授

メ

リ

メ

の

『

カ

ル

メ

ン

」

末

松

教

授

ラ

・

フ

ォ

ン

テ

｜

ヌ

の

『

寓

話

詩

』

末

松

教

授

ル
ソ
l

『

言

語

起

源

論

』

末

松

教

授

研

究

指

導

末

松

教

授

N
R
F研
究

吉

井

助

教

授

二
O
世

紀

文

学

批

評

論

吉

井

助

教

授

二
O
世

紀

小

説

論

吉

井

助

教

授

テ

ク

ス

ト

分

析

の

諸

問

題

吉

井

助

教

授

フ

ラ

ン

ス

文

学

に

お

け

る

戦

争

メ

ル

シ

エ

教

師

フ

ラ

ン

ス

近

代

小

説

家

研

究

メ

ル

シ

エ

教

師

フ
ラ
ン
ス
現
代
批
評
研
究
（
言
語
文
化
部
）
森
茂
太
郎
助
教
授

〆r書

メ
ル
シ
エ
教

メ
ル
シ
エ
教

師師

H 演講
習義

H 演特が演特特，
習研 習講研

，， 
平
成
九
年
度
第
二
掌
期

仏

語

学

フ
ラ
ン
ス
文
学
に
お
け
る
戦
争

メ

ル

シ

エ

教

師

臼

演
習



集

報

が演
習

H 演講
習義

十フフフテ二二 N 研ルラメ十 現り
七ラララク O 0 R 究ソ・リ七 代 5
世ンンンス世世 F指 l フメ世仏言 5
紀スススト紀紀研導『オの紀 語忌
フ現近文分小文究 言ン『の文学吾
ラ代代学析説学 語テカフ 講 2
ン批小にの論批 起 l ルラ学読ニ
ス評説お諸評 源ヌメン 片
に研家け問論 論のンス 吾
お究研る題 』 『』演 同
け（究戦 寓劇I] 5 

〈る言争 話史（山
東文語 詩福
京学文 』 岡
大と化 大
学哲部 学
） 学））

塩 森メメ吉吉吉吉末末末末末 山メ
川茂ルル 崎ル
徹 太シシ井井井井松松松松松 シ
也郎エエ 卓エ
教 助教教助助助助教教教教教 教教

教 教教教教
授師師授授授授授授授授授 授師

N 演特 H 演特特
習研 習講研

臨，，
講

授

学
会
・
研
究
室
行
事

O
一
九
九
七
年
度
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
春
季
大
会

（
於
学
習
院
大
学
五
月
三
十
一
日
・

六
月

一
日）

－
読
み
慣
習
と
「
最
小
離
脱
」

｜
｜
ク
ノ
l
『
は
ま
む
ぎ
』
の

一
節
を

出

発

点

に

岩

松

正

洋

－
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〈作
業
と
言
説
｜
現
代
演
劇
の
地
平
〉

バ
ネ
リ
ス
ト
一

七
四
印
ロ
の
ゲ
ユ
白
江
田
口
∞
O
C
〈
【
開
出
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O
一
九
九
七
年
度
目
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
秋
季
大
会

（
於
琉
球
大
学

十

一
月

一
日
・

二
日）

『

異

邦

人

』

分

析

粟

国

・
特
別
講
演

一
円し白け

E
札口口
t
o
p
－－

E
E
Oロ
由
門
戸
匝

吋仇山
口冊
目U
H
F
OD

円山由回

目F
〈
吋
冊
目
』
匝
℃
O
口
同
い
凹
巾
ロ
『
吋
日ロ
口由

F

－mmwHHOY
コm
t
白
ロ
回
O
C〈
【
困
問 孝

O
第
四
十
四
回
九
州
フ
ラ
ン
ス
文
学
会

（於
熊
本
学
園
大
学
平
成
九
年
十
二
月
六
日
）

－
ジ
1
ド
の
一
八
八
九
年
以
前
の
「
日
記
」
と

『
ア
ン
ド
レ

・
ワ
ル
テ

ル
の
手
記
』

安

積

み
づ
の

・
あ
る
批
評
の
ト
ポ
ス
の
形
成
｜
｜

「縮
小
さ
れ
た
修
辞
学
」
に
つ
い

て

末

松

鳶

・
特
別
講
演

一
あ
る
不
条
理
の
系
譜
｜
｜
ユ
ゴ
l
・
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ

イ

・

カ

ミ

ュ

清

水

孝

純

O
「
ス
テ
ラ
」
第
十
六
号
（
平
成
九
年
七
月

一
日）

『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
i
ヴ
ェ
ン
』
に
お
け
る

〈衣
裳
〉

高

木

信

宏

・
ヴ
ェ
ル
レ
l
ヌ
の
同
時
代
批
判
ー
｜
聖
プ
ノ
ワ

・
ラ
ブ
ル
崇
拝
を
め

ぐ

っ

て

岡

由

美

子



－
死
者
と
裏
切
り
者

l
l
ト
リ
ュ

・
ラ

・
ロ
シ
ェ
ル
の
第

一
次
世
界
大

戦

松

尾

剛

．
た
わ
ζ
と
の
文
学
論
ー
ー
セ
リ
l
ヌ
の
バ

ン
フ
レ

木

下

樹

親

・
初
期
ジ

ュ
ネ
に
お
け
る
コ
ク
ト
！
の
影
響

池

田

和

隆

・
『
「
白口口
2
H
U
O
口
問
。
門
白
口
市

P

－〆
ユ
ロ
O
コ
Z
B
U
O
「
巴
ロω

7
5］
H
E】）
〉

・
河
白
n

H

口
市
色
。
〈
印
コ
円

］曲
口
O
ロハ同
h
w
H
H
H

口
白
色
O
ロ
門
吉
吾
郎
仙
可
申

Y
A
三
由
巳

r
o
Jヘ
〉

Z
〉
O
H

・
L
・
フ
レ

l
ス

『
書
簡
に
見
る
プ
ル
l
ス
ト
像
』
今

川

泰

隆

・
J
・
ジ
ャ
イ
ル
ズ
『
ジ
ャ
ン

・
ジ
ュ
ネ
の
映
画
」

池

田

和

隆

・
ム）
H

巴

o
mc
m
Oロ
∞
ロ
マ
O
口
2
己申ロ
F
m
oc∞
－∞
吋
田
町
田
コ
同

門
円
巾
可
竺
に

〈
mw
－u
「

ヲ

日

υ
白
白
口
丘
三
回
図
。
白
河

『
ジ
ッ
ド
H
ブ
ラ
イ
往
復
書
簡
集
』

吉

井

亮

雄

集

報
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